
       算数で重要なのは、計算⼒か思考⼒か 

  先⽇は学習発表会および学級懇談会にご参加いただきありがとうございました。懇談会 
 では、時間の関係で伝えきれない部分もあったのでここでお話させていただきます。 
  算数科で重要なのは、計算⼒か思考⼒かと議論されることがよくあります。もちろんど 
 ちらも⼤切ですが、軽重をつけるとしたら重要なのはどちらでしょうか。どちらかを選ぶ 
 なら、私は「計算⼒」が重要だと思います。 

 ①計算⼒は、その後の算数学習全てに影響を与える 

  計算をしない単元は、１年⽣の⻑さ⽐べや２年⽣の図形以外にほとんどありません。 
  ⾜す、引く、かける、割るの四則計算が、ストレスなく正確にできるかどうかは、⾮常 
 に重要です。 
  算数が好きかどうかは、「できる／できない」で決まることが多いので、「できるから 
 算数が好き」「できないから算数がきらい」となりやすいです。「好き／嫌い」「できる 
 ／できない」の要因となる計算⼒は、特に低学年では丁寧に育てたい⼒だと⾔えます。 

 ②思考⼒を問う問題を解くには基礎計算が必須 

  右の問題は、「⼀⼈でコース」で取り組んだ 
 思考⼒を問う難問の１つです。どれを⾜しても 
 １５にするには、⾜し算、引き算を頭の中です 
 ばやく計算できなければいけません。 
  特にひらめきではなく、試⾏を重ねることで 
 正解にたどりつくような問題は、計算⼒なしに 
 解くことはできません。 
  学年が上がると思考⼒問題に必要な計算⼒も 
 当然⾼くなります。「  は  やく、  か  んたんに、  せ 
 いかくに計算する」という「はかせの法則」で 
 計算できる⼈こそ、思考⼒を育みやすいです。 
  打ったり投げたりができない⼈に試合形式で 
 野球をさせ続けても、あまりよい学習効果が出 
 ないのをイメージするとよいかもしれません。 

 ③確かな計算⼒があると、計算問題でも思考する  

  ・２５×２８＝２５×４×７＝７００ 
  ・４３×９８＝４３×（１００－２）＝４３×１００ー４３×２ 
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  これは⾼学年の計算問題です。こういったことがささっとできると、思考⼒はただの計 
 算問題でも⾼まります。逆に、「筆算で計算しよう」「筆算もできないから電卓でやろ 
 う」となると、思考⼒の働く余地がなくなってしまいます。 
  ここまでの問題でなくても、１３ー９＝４（１年⽣）だから、２３－９＝１４（２年 
 ⽣）、６３－２９＝３４（３年⽣）のように、基礎計算⼒があれば上学年の計算も考えて 
 解くことができるようになっています。確かな計算⼒は計算の中で思考⼒を育むのです。 
   
            「思考⼒」という⾔葉は漠然としている 

  どちらもこれまで取り組んだ難問です。 
  上は、読解⼒と情報整理⼒が必要で、右側 
 は空間認知⼒が必要です。⼀⼝に思考⼒と 
 ⾔ってもその⼒は様々で、計算⼒を含めた 
 様々な⼒を総称して「思考⼒」と⾔っている 
 のかもしれませんね。 
  こういった問題に取り組むことで培えるの 
 は、試⾏錯誤する⼒や⾃分のもっている知 
 識・技能を総動員しようとする態度、思考する楽しさです。⾮常に重要な資質なので、 
 計算⼒を⾼めるとともに、並⾏して取り組めるとすばらしいですね。 

  ⻑々と書きましたが、伝えたいのは、算数的な思考⼒を⾼めることはとても⼤切で、そ 
 の根幹となる計算⼒を低学年から⾝に付けていきたいということです。順番は、計算⼒→ 
 思考⼒です。計算⼒が⼗分あるなら、もちろん思考⼒も育てましょう。 
  ぜひご家庭で算数の⼒を伸ばしたいと思われましたら、現在のお⼦様の様⼦に合わせ、 
 以下のどちらかをお選びください。どちらに進んでも、算数が好きになり、計算⼒も思考 
 ⼒も育ちますよ。 

     計算⼒をしっかりとつけたい︕ 

  保護者様向けドライブに  「暗算検定」  と 
 いうプリントがあるので、それに取り組み 
 ましょう。 
  ２分以内にクリアできたらレベルアップ 
 で、１２級までクリアできたら、２年⽣相 
 当の計算⼒が⼗分あると⾔えます。毎⽇取 
 り組むと計算⼒を⾶躍的に向上させること 
 ができます。 

    学年相当の計算⼒はもう⼗分ある︕ 

  算数ラボ「考える⼒のトレーニング 」 
 という本をおすすめします。２〜１０級ま 
 であり、学校では現在８級に取り組んでい 
 ます。 
  様々な⼒が問われるので、総合的な算数 
 の⼒を伸ばすことができます。⼤⼈も⼀緒 
 になって取り組める点、クリアしたら次に 
 レベルアップできる点がおすすめです。 


